
第４回 生涯学習研修集会 

 

神経領域 

歩行リハビリテーションのための運動制御とその学習 

大畑 光司 

京都大学医学部 人間健康科学科先端リハビリテーション科学コース 講師 

講演概要 

本講演は、基本動作能力の基盤となる歩行動作の再獲得のために必要な基本的な、運動学的、神経学的知識

を確認し、中枢神経疾患を中心とした歩行リハビリテーションのあり方について考えるための土台を作ること

を目標にしています。「歩く」という動作に込められた、生理学的、社会学的背景を踏まえて理学療法に取り組

める一助となることを目指します。 

 

受講者へのメッセージ 

歩行運動は、教科書的な反復運動ではなく、同一動作が行われているように見えながら、詳細な制御が重要

となっています。この動作の意味を推察しながら、臨床的意思決定を行えるよう、お話を進めていきたいと思

います。 
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略歴 

【学歴】 

平成６年、京都大学医療技術短期大学部理学療法学科卒業。学位授与機構にて学士（保健

衛生学）授与、大阪教育大学大学院教育学研究科にて修士修了後、平成２２年に京都大学

医学研究科医学専攻にて論文博士（医学） 

 

【職歴】 

平成６年に大阪府立大手前整肢学園勤務 

平成９年に大阪府立看護大学医療技術短期大学部（大阪府立大学） 助手 

平成 11 年に京都大学医療技術短期大学部 助手 

現在、京都大学大学院医学研究科人間健康科学専攻 講師 

 

【所属学会】 

一般社団法人日本神経理学療法学会理事長 

一般社団法人日本理学療法学会連合副理事長 

公益社団法人日本理学療法士協会標準評価作成部会長 

日本リハビリテーション医学会会員 

日本義肢装具学会正会員 

日本臨床神経生理学会会員 

日本ニューロリハビリテーション学会評議員 

APTA（米国 PT協会）小児部門機関誌 

Pediatric Physical Therapy （Editorial Board） 

 

大畑 光司 



第４回 生涯学習研修集会 

 

神経領域 

理学療法に役立つ脳画像の見方 

大村 優慈 

湘南医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 講師 

講演概要 

１． 脳機能解剖 

  脳の機能局在と 3 次元構造について解説します。 

２． 画像解剖 

  軸位断像における脳領域の同定方法について解説します。 

３． 脳画像の種類 

  CT 画像および各種 MRI 画像の特徴について解説します。 

４． 脳卒中の画像所見の経時的変化 

  脳卒中の画像所見の経時的変化で押さえておくべきポイントについて解説します。 

５． 理学療法へ役立て方 

  脳画像の理学療法への役立て方について具体例を挙げて解説します。 

 

 

受講者へのメッセージ 

“言葉を発することができない右半身に重度の麻痺がある”患者さんを「失語」と決めつけていないでしょう

か？ 

“非麻痺側上下肢で車椅子を駆動できない”患者さんを「非麻痺側の筋力が足りない」と決めつけていないで

しょうか？ 

“非麻痺側の手を挙上するようにと指示をしてもできない”患者さんを「失語で指示が入らない」と決めつけて

いないでしょうか？ 

“足関節の背屈が困難な脳卒中患者さん“を「中枢性麻痺」と決めつけていないでしょうか？ 

“麻痺側下肢に荷重できず後型歩行になる”患者さんを「下肢の支持性が足りない」と決めつけていないでしょ

うか？ 

脳画像を読んでみると、当初の予想とは全く異なる原因が浮かび上がってくるかもしれません。上記のような

ケースに対して脳画像を用いて問題の原因を的確に突き止めて対応できるようになることを目標とする研修

会にしたいと思います。 
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略歴 

【学歴】 

札幌医科大学 保健医療学部 理学療法学科 卒業 

札幌医科大学大学院 保健医療学研究科 理学療法学・作業療法学専攻 博士課程前期 

修了 修士（理学療法学） 

東京農工大学大学院 工学府 電子情報工学専攻 博士後期課程 修了 博士（学術） 

 

【職歴】 

初台リハビリテーション病院 理学療法士 

首都医校 理学療法学科 教官 

国際医療福祉大学 小田原保健医療学部 理学療法学科 助教 

大泉学園複合施設 理学療法士 主任 

湘南医療大学 保健医療学部 リハビリテーション学科 講師 

 

【認定/専門理学療法士】 

脳卒中認定理学療法士取得 

 

【動画教材】 

脳シル（エクサウィザーズ）URL: https://noushiru.jp/ 

 

【著書（単著・編著のみ）】 

リハに役立つ脳画像（メジカルビュー） 

脳卒中リハの落とし穴 100（ヒューマンプレス） 

PT・OT 基礎から学ぶ画像の読み方（医歯薬出版） 

脳卒中リハ装具活用実践レクチャー（メジカルビュー） 

 

  

大村 優慈 



第４回 生涯学習研修集会 

 

運動器領域 

インソールと運動療法を用いた足部・足関節の理学療法 

園部 俊晴 

コンディション・ラボ 所長 

講演概要 

足部・足関節の痛みをその場で改善できる医療人はそれほど多くありません。しかし足部・足関節は、身体の

土台であるため、その機能改善はとても重要だと多くのセラピストが感じているようです。その評価と理学療

法は、組織学的な推論はもちろんのこと、動作分析も含め力学的推論の知識が必ず必要です。 

今回は、インソールと運動療法を併用して足部・足関節をどのように臨床で「評価」「理学療法」するのかにつ

いて説明します。是非、ご参加下さい。 

 

セミナー内容 

・ 足部・足関節の臨床推論とは 

・ 回内障害の評価と理学療法 

・ 背屈障害の評価と理学療法 

・ 底屈障害の評価と理学療法 

 

到達目標 

１． 運動連鎖を通じ、足部・足関節のメカニカルストレスを理解する。 

２． 足部・足関節の評価と理学療法の流れを理解する。 

３． 仮説検証作業とは何かを理解する。 

 

参考映像 

動作分析 https://www.youtube.com/watch?v=M87-ydVIKhM 

体幹機能 https://www.youtube.com/watch?v=mOFKm6c73zo 

臨床映像（中枢） https://youtu.be/N3uo_2hFUG4 

臨床映像（外側偏位） https://youtu.be/GYAJHyn-7ns 

臨床映像（外傷・術後） https://youtu.be/BxNdwFsWQkQ 

 

受講者へのメッセージ 

私は臨床の楽しさを知ってほしいと思っています。そのため、明日からすぐに使える技術をふんだんに盛り込

みます。結果が出れば、仕事は楽しくなります。結果がでれば、もっと学びたくなります。ぜひご参加ください。 
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略歴 

 足・膝・股関節・腰部など、整形外科領域の理学療法を専門としている一般からスポー

ツ選手まで幅広く支持され、J リーグ、プロ野球、陸上、プロバスケットなどの一流アスリ

ートや著名人などの理学療法も多く手掛ける。現在、自身の専門院は約 1 年待ち。身体

の運動連鎖や歩行に関する研究および文献多数。「園部俊晴の臨床 膝関節」「リハビリ

の先生が教える 健康寿命を 10 年延ばすからだのつくり方」「医療従事者のための効果

的な文章の書き方」など著書多数。新聞、雑誌、テレビなどのメディアにも多く取り上げ

られる。病態と力学を融合した理学療法概念は、専門家からの評価も高く全国各地で講

演活動を行い、2020 年の YouTube ライブセミナーでは、医師、理学療法士など

1000人の医療人が参加。また、医療の現場に役立つ書籍を数多く残していきたいとい

う思いから、臨床を主軸にしながら運動と医学の出版社の代表取締役も勤める。 

 

平成 3 年 関東労災病院リハビリテーション科勤務 

同年より入谷誠の師事のもと足底板療法を学ぶ 

以後、関東労災病院で 26 年間勤務 

平成 18 年 秩父宮スポーツ医科学賞奨励賞 

平成 29 年 3 月 26 年間勤務した関東労災病院を退職 

平成 29 年 4 月 コンディション・ラボ（インソールとからだコンディショニン

グ専門院）を起業する。 

同時に㈱運動と医学の出版社 代表取締役社長に就任。 

現在 臨床家のための運動器研究会 代表理事 

株式会社 運動と医学の出版社 代表取締役社長 

 

  

園部 俊晴 
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基礎領域 

観察による歩行分析の熟練について 

エキスパートは何を考え、何を見ているのか 

盆子原 秀三 

了德寺大学 健康科学部 理学療法学科 学科長 教授 

講演概要 

観察による歩行分析は理学療法士にとって特化した臨床スキルである。視覚的な観察によって逸脱した動き

を見分け、さらにその原因を即座に絞り込むことを実践している業種は理学療法士のみであろう。

Jacquelin Perry 博士による OGA（Observational gait analysis）の代表である Kirsten Götz‐

Neumann が日本で初めて両国リハビリテーション専門学校（東京都墨田区）にて講演会を開催したのは

2003 年であった。あれから２０余年となり、現在では安価で簡便な分析ツールが臨床現場で使用されつつあ

り、動作分析の評価自体をいわゆる AI に頼ることが多くなってきた。しかしながら AI は識別能力には優れて

いるが、問題点を絞り込んでいく認識能力を備えているわけではない。殊にセラピストにとって分析の糸口と

なる印象というツールは AI にはない。今回、エキスパートによる視覚的な歩行分析の特徴を示し、問題点の絞

り込みでの認識能力を向上させるためのトレーニング方法を紹介する。 

 

受講者へのメッセージ 

 リハビリテーションは評価から始まり評価に終わります。そして評価は観察から始まり観察に終わります。特

に観察による歩行分析は臨床では頻繁に行われていることであり、セラピストにとって避けて通ることができ

ません。この臨床スキルを養うことは臨床推論を円滑にし、さらにそのことは的確な治療に繋がります 。今回

は観察における歩行分析の熟練さに焦点をおき．その観察眼の特徴を表し，どのように推論過程を組み立て

ていくかについて説明したいと思います。  
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略歴 

【学歴】 

1986 年 3 月 労働福祉事業団 九州リハビリテーション大学校理学療法学科 卒業 

2000 年 2 月 学位授与機構により教養の学位を取得 

2010 年 3 月 国際医療福祉大学大学院医療福祉研究科  

保健医療学福祉援助工学専攻 博士課程修了 

 

【職歴】 

1986 年 4 月 鹿島労災病院リハビリテーション科（理学療法士） 

1989 年 4 月 東京逓信病院リハビリテーション科（理学療法士） 

1996 年 1 月 札幌総合医療専門学校理学療法学科（専任教員） 

2000 年 4 月 順江会江東病院リハビリテーション室（理学療法士） 

2003 年 4 月 了德寺学園両国リハビリテーション専門学校理学療法学科（専任教員） 

2010 年 4 月 了德寺大学健康科学部理学療法学科 教授 

2020 年 4 月 了德寺大学健康科学部理学療法学科 学科長（現在） 

2021 年 9 月 明海大学保健医療学部非常勤講師 

 

【学会活動 等】 

臨床歩行分析研究会 

理学療法士協会 

MMIRA(Mixed Methods International Research Association) 

日本混合研究会 

日本ライフサポーター協会（NPO） 

観察による歩行セミナー（基礎編）修了（2004） 

Gehen Vwerstehen Ganganalyse nach R.L.A.M.C修了（2004） 

能動的学修教員研修リーダー講座修了（2019） 

 

【主な著書】 

観察による歩行分析 医学書院 翻訳（2005） 

理学療法評価学テキスト 南江堂 監修（2010） 

リハビリテーション評価と治療計画 西村書店 翻訳監修（2014） 

筋学ハンドブック 医歯薬出版（2014） 

関節学ハンドブック 医歯薬出版（2019） 

印象から始める歩行分析 医学書院（2018）韓国語版（2020） 

印象から始める歩行分析 DVD版 ジャパンライム株式会社（2020） 

 

  

盆子原 秀三 
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内部領域 

呼吸機能障害の評価と運動療法 

玉木 彰 

兵庫医科大学 リハビリテーション学部長・教授 大学院医療科学研究科長 

講演概要 

ヒトは呼吸によって酸素を体内に取り入れ、心臓の働きによって血液に酸素をのせて全身に運び、エネルギ

ー産生に利用して生命活動を維持しています。このように呼吸はヒトが生きているかぎり続いており、止める

ことはできません。そのためもし何らかの理由で呼吸機能に障害が生じた場合、手足の機能に関係なく日常生

活活動に支障を来すことになります。そして呼吸障害は呼吸器疾患を有する患者のみに起こるのではなく、他

の疾患や障害に合併した重複障害の 1 つであることも多いのが現状です。そのため我々医療従事者が呼吸機

能を適切に評価できなければ、患者の本質を捉えられているとは言えず、身体の見える部分のみに固執して

いることになりかねません。 

本講演では、呼吸障害とそれに伴う身体機能障害に関する診方や解釈の方法を解説し、それらの問題点を解

決するための運動療法の戦略について、できるだけ分かりやすくいお話したいと思っています。 

 

受講者へのメッセージ 

「呼吸機能障害の評価」というタイトルを見ると、普段運動器系や神経系の患者を中心に治療されておられ

る方々は自分には関係ないと思われるかも知れません。しかし現在も収束していない新型コロナウィルス感染

症により、健常であったにも関わらず感染によって肺が大きなダメージを受け、全身状態が回復した後も労作

時の呼吸困難や低酸素血症が続いているという方が数多くおられます。もし皆さんがこのような患者さんを

担当することになった場合、どうしたら良いでしょうか？理学療法士として何を評価し、それをどのように解

釈し、そしてどのような運動療法を実施するべきかを判断し実施しなければなりません。そのため普段から内

部障害に関わっておられ方だけでなく、むしろ運動器系や神経系の理学療法を中心に臨床に携わっておられ

る方々に本講演を聴いて頂ければと思っております。 
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略歴 

【学歴】 

1988 年 京都大学医療技術短期大学部 理学療法学科（現 医学部人間健康科学科）卒業 

1999 年 大阪教育大学大学院健康科学専攻修了（学術修士） 

2004 年 兵庫医科大学大学院医学研究科生理学専攻修了（医学博士） 

 

【職歴】 

1988 年 星ヶ丘厚生年金病院（現 星ヶ丘医療センター）リハビリテーション部 

1994 年 大阪府立看護大学（現 大阪公立大学） 理学療法学科 助手 

2001 年 京都大学医学部保健学科理学療法学専攻 助教授 

2007 年 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻 

リハビリテーション科学コース 准教授 

2011 年 兵庫医療大学リハビリテーション学部 理学療法学科 教授 

大学院医療科学研究科リハビリテーション科学領域 教授 

2013 年 兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科 学科長 

2015年 大学院医療科学研究科 研究科長  

2021 年 リハビリテーション学部長，大学院医療科学研究科長  

2022 年 大学統合により名称変更 兵庫医科大学リハビリテーション学部長 

                  大学院医療科学研究科長 （現在に至る） 

 

【海外研修・留学】 

1998 年  

Washington University，Massachusetts General Hospital  研修（肺移植） 

2000 年  

New Jersey Medical School， Columbia Presbyterian Medical Center 研修 

（神経筋疾患患者の呼吸管理，肺移植，COPD の呼吸リハ） 

2007 年  

American Association for Respiratory Care（AARC）International Fellow 

Loma Linda University Medical Center, Nebraska Medical Center 留学 

（人工呼吸管理など）  

 

【受賞歴】 

2004 年 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 優秀賞 

2005年 Pneumo Forum賞     

2013 年 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 優秀演題賞   

2018 年 第52回日本理学療法学術大会 奨励賞（共同）  

    

【学会活動】 

日本呼吸理学療法学会 理事長 

日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 理事 

日本呼吸療法医学会 代議員 日本集中治療医学会 査読委員 

兵庫呼吸ケアネットワーク（HRCN） 代表 

American Association for Respiratory Care (AARC) International 

Fellow, Reviewer 

European Respiratory society (ERS) American Thoracic Society 

(ATS) member 

 

  

玉木 彰 



第４回 生涯学習研修集会 

 

内部領域 

循環器疾患を有する高齢者に対する理学療法 

高橋 哲也 

順天堂大学 保健医療学部理学療法学科 副学科長・教授 

講演概要 

近年、社会の高齢化に伴い循環器疾患を合併した高齢患者が増加している。理学療法士の仕事は患者に運動

というストレスをかける仕事ともいえ、運動をする際には心臓に少なからず負担をかけることからも、心疾患

を合併した患者を担当した際には、「どの程度の運動ならば大丈夫だろうか」、「心臓にあまり負担をかけては

いけないのでは」と不安に思うことも少なくないであろう。このような心疾患への苦手意識はどこから生まれ

てくるのか？ほとんどの場合、それは１）運動負荷を正しく理解しておらず、普段の理学療法を定量化していな

い、２）バイタルサインの変化を過剰に心配していることに起因している。 

 心臓は加齢によって「弱くなる」というよりも「固くなる」ことが知られており、運動時の息切れについても、

肺うっ血が進んだことによる息切れなのか、運動筋の感受性の問題なのか、それとも加齢による心臓の拡張

不全によるものなのか、判断によっては理学療法プログラムに大きな違いが生じて効果にも差が出てしまう。

循環器疾患を合併した高齢患者は年々増え続けていることから、心疾患の確実な評価と運動負荷の正しい理

解は、極めて重要である。  

 

受講者へのメッセージ 

 循環器対策基本法ができて、また回復期リハビリテーション病棟でも心臓リハビリテーションが認められて、

循環器疾患に対応できる理学療法士の重要性が高まっています。循環器疾患を理解して、リスク管理に長けた

理学療法士を目指しましょう。 
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略歴 

【学歴】 

平成元年 3 月 国立仙台病院附属リハビリテーション学院理学療法学科卒業 

平成 9 年 4 月〜 

平成 13 年 3 月 

(オーストラリア)カーティン大学大学院理学療法研究科 (修士) 

平成 13 年 4 月〜 

平成 16 年 3 月 

広島大学大学院医学系研究科保健学専攻 (博士) 

 

【職歴】 

平成元年 4 月〜 

平成 7 年 6 月 

聖マリアンナ医科大学病院 理学療法士 

平成 8 年 4 月〜 

平成 9 年 3 月 

石岡循環器脳神経外科病院 理学療法士 

平成 10 年 9 月〜 

平成 19 年 3 月 

群馬県立心臓血管センター リハビリテーション課長 

平成 19 年 4 月〜 

平成 23 年 3 月 

兵庫医療大学リハビリテーション学部理学療法学科 教授 

 

平成 23 年 4 月〜 

平成 30 年 3 月 

東京工科大学医療保健学部理学療法学科 教授 

 

平成 30 年 4 月〜 

平成 31 年 3 月 

順天堂大学保健医療学部開設準備室 特任教授 

平成 31 年 4 月〜 

現在 

順天堂大学保健医療学部理学療法学科 副学科長・教授 

順天堂大学医学部附属順天堂医院リハビリテーション室室長補佐

(併任) 

令和 2 年 4 月〜 

現在 

順天堂大学デジタルヘルス・遠隔医療研究開発講座 教授(併任) 

 

【主な役職】 

平成 18 年 7 月〜 日本心臓リハビリテーション学会、理事 

(副理事長 平成 22 年 7 月〜現在に至る) 

平成 27 年 6 月〜 日本理学療法士協会 理事(〜現在に至る) 

令和 2 年 3 月〜 日本集中治療医学会 理事(〜現在に至る) 

令和 3 年 4 月〜 日本循環器理学療法学会 理事長(〜現在に至る) 

  

高橋 哲也 
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地域領域 

サルコペニアの予防と改善 

山田 実 

筑波大学 人間系 教授 

講演概要 

世界随一の長寿国として超高齢社会を突き進む我が国において、サルコペニアの管理・対策は重要な課題と

位置付けられている。サルコペニアは加齢に伴い有病率が高まり、転倒、要介護、死亡などの有害健康転帰の

発生に強く影響するとされる。一方、不可逆的ではなく、運動や栄養などの生活習慣の是正により、状態を改

善させることが可能と考えられている。本研修会では、サルコペニアの病態、評価、介入方法など、理学療法士

が知っておくべき情報の整理を行う。 

 

受講者へのメッセージ 

サルコペニアをはじめとする老年症候群は、特定の疾患に限らず全ての高齢者が潜在的に有する可能性が高

いものです。「〇〇症患者を診る」前に、対象が高齢者であること、そしてその高齢者の特性を十分に把握して

おくことが大切になります。 
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略歴 

【略歴】 

2008 年 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻 助手 

2010 年 京都大学大学院医学研究科人間健康科学系専攻 助教 

2014 年 筑波大学人間系 准教授 

2019 年 筑波大学人間系 教授（現職） 

 

【学会活動】 

日本転倒予防学会 理事（H26～） 

日本サルコペニア・フレイル学会 理事（R1～） 

日本予防理学療法学会 理事（R3～） 

日本栄養・嚥下理学療法研究会 副理事長（R3～） 

日本老年療法学会 副理事長（R3～）など 

 

【賞】 

平成 24 年度 長寿科学賞 

第 29回日本老年学会 最優秀賞 

第 1回日本老年医学会 Young Investigator Award 

2021 年度 三井住友海上福祉財団奨励賞 など 

 

【関連書籍】 

山田実. イチからわかる！サルコペニアQ&A. 医歯薬出版. 2019. 

山田実. イチからわかる!フレイル・介護予防Q&A. 医歯薬出版. 2021. 

 

  

山田 実 
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教育領域 

卒前から卒後にかけたシームレスな理学療法士教育 

養成校教育として目指すもの 

日髙 正巳 

兵庫医科大学 アドミッションセンター （兼）リハビリテーション学部 教授 

講演概要 

 理学療法士の養成教育は、「理学療法士作業療法士養成施設指定規則（以下、指定規則）」に基づいて実施されている。こ

の指定規則が約 20 年ぶりに改正され、2020 年 4 月の入学生から適用されることとなり、3 年目を迎える。今回の指定

規則の改正では、総単位数の増加とともに臨床実習に関わる改定が大きく実施された。3 年制の専門学校では本年度が新

指定規則によって教育を受けた初年度生が臨床実習を行い、卒業を迎える年である。また、2022 年 4 月からは（公社）日

本理学療法士協会の新生涯学習システムもスタートし、前期研修、後期研修と臨床研修制度も展開されることとなった。 

理学療法士教育が変化していく今、我々、教育に携わる者としては、「卒前教育と卒後教育とをシームレスに接続できている

のか」という命題に、真摯に向き合わなければならない。そのような状況の中でコロナ禍が到来したことで、臨床実習が中止

となり学内での代替実習に転換を余儀なくされたところも多く、臨床経験を十分に蓄積することなく卒業を迎え就職してく

る新人も多い。そのため、これからの臨床活動の中で臨床経験を蓄積し、臨床スキルの向上に取り組んでいくことが専門職

としての責務である。その一方で、臨床実習の経験が希薄であっても、就職後の研修制度でカバーできるのであれば、臨床

実習を短縮し、卒業後の臨床研修制度に移行すればよいのではという意見も出てくることもあるだろう。 

卒後の臨床研修を効果的に展開するためには、新人教育を一から行うということではなく、卒前から卒後へ適切なポイント

で接続することが重要である。その接続ポイントが Entrustable Professional Activities(EPAs)である。卒前と卒後

のシームレスな連携を考えた卒前教育を展開するためには、EPAsを定め、それに向けた臨床経験の蓄積を図る必要がある。

もし臨床教育の場を卒後の臨床研修に委ねたとした場合、臨床研修の初期段階における社会保障制度との関係を考えると、

卒前教育である程度の臨床経験を得ていない段階で、社会から報酬を得ることは問題になりかねない。 

臨床実習教育は、学生の能力を臨床の場で試すために実施されるのではなく、臨床実習終了時に持ち得るべき能力を到達

目標として設定し、その目標に向かって有益な経験を蓄積することが重要である。したがって、EPAs は臨床実習の到達目

標にも通じるものである。EPAs は専門職としてのスタートラインとして持ち得るべき能力であり、新人としての業務を任せ

られるだけの信頼でもある。新人にどのような能力を求めるのかは、同時に、社会に対して、どのような能力を担保し、社会

保険制度の活用する専門職であるかを示す基準にも通じる。本シンポジウムにおいては、EPAs を目指した卒前教育・臨床

実習教育のあり方ならびに方法論について紹介したい。そして、EPAs を検討していく今後の議論の参考になることを期待

したい。 

 

【受講者へのメッセージ】 

 「卒前教育と卒後教育をシームレスに接続して展開していくことは必要か」という問いかけに対しては、誰しもが「必要」と

答えることと思う。その一方、「具体的にどうすればシームレスな接続ができると考えるのか」という問いかけに対しては、明

確な答えを出せないことも多いのではないかと考える。また、診療参加型臨床実習への転換が求められることによって、や

やもすれば、臨床実習の到達目標を下げているのではないかと考える人もいるかもしれない。しかしながら、卒前教育と卒

後教育のシームレスな接続の観点ならびに、「試す実習」から「育てる実習」への転換の観点からは、診療参加型臨床実習に

期待するところが多いと考える。診療参加型臨床実習は、現に展開されている臨床活動に実習生が参加する、そのためには、

その時に展開されている臨床推論を学び、必要な経験を蓄積することに他ならない。本シンポジウムに参加して頂き、新人

教育のスタート時点を念頭に置くことが、シームレスな卒前・卒後の接続を行うために必要な到達目標になることを理解して

頂きたい。そして、その目標達成のために必要となる診療参加型臨床実習の基本について理解を深めていただければと思

う。 
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略歴 

1990 年 神戸大学医療技術短期大学部理学療法学科卒業 

2000 年 佛教大学大学院教育学研究科修了、修士（教育学） 

2004 年 神戸大学大学院医学系研究科保健学専攻修了、博士（保健学） 

1997 年 神戸大学医学部保健学科助手 

2002 年 学校法人高梁学園 吉備国際大学保健科学部助教授 

2006 年 同 教授 

2007 年 学校法人兵庫医科大学 兵庫医療大学リハビリテーション学部 教授 

2022 年 兵庫医科大学アドミッションセンター教授 

現在に至る 

 

【学会活動】 

一般社団法人日本理学療法教育学会（2021.4~理事長） 

一般社団法人全国大学理学療法学教育学会（理事） 

一般社団法人日本リハビリテーション臨床教育研究会（副理事長） 

一般社団法人日本褥瘡学会（理事） 

一般社団法人日本医学教育学会 

 

  

日髙 正巳 
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教育領域 

卒前から卒後にかけたシームレスな理学療法士教育 

－臨床施設側の立場から－ 

都留 貴志 

地方独立行政法人 市立吹田市民病院 リハビリテーション科 技師長 

講演概要 

我が国では超高齢化社会が進む中で、理学療法士という医療専門職の需要が今後さらに高まっていくもの

と思われる。近年、理学療法士の数は急速に増加の一途を辿っており、その増加数は毎年 1 万人とまで言われ

ている。このような社会情勢の変化の中で医療専門職としての人数が増えていることは、国民にとっても大変

喜ばしいことと思われるが、医療専門職としての質の担保を考えた場合、やはり教育というものは重要である

と考えている。 

 ひとたび、誰しもが理学療法士になるために経験してきた学生時代の臨床実習を思い返していただきたい。

多くの人たちは患者を担当し、スーパーバイザーからレポートを添削され、臨床実習を過ごしてきたのではな

いだろうか？演者もその一人であり、当時は何の違和感もなく、それが当たり前のように実習を過ごしてきた。

しかし、新人理学療法士となって臨床現場に立った時、何から進めていいのか戸惑うことが多く、その度に先

輩理学療法士から手取り足取り指導をしていただいたことを今でも鮮明に覚えている。このような経験は新

人に限らず、2～3 年目くらいの若い先生方も少なからずあるのではないだろうか？これこそが、卒前（臨床

実習）と卒後（臨床教育）の教育が分断されていたことによる弊害ではないだろうか。我々には、「社会に求め

られる理学療法士を育てる」といった共通の到達目標があり、それを達成するために計画性と連続性をもった

理学療法士教育が卒前（臨床実習）と卒後（臨床教育）に求められている。前述したとおり、これまでの理学療

法士教育は卒前にレポートを介したOff-the-Job Training（Off-JT）主体の臨床実習が展開され、卒後は

On the Job Training（OJT）によって出来ることから診療参加させるスキル教育へと変化していた。もし、

学生時代から新人教育と同様に OJT によるスキル教育がなされていれば、今よりも質の高い理学療法士が

育成できるのではないかと考えている。では、卒前にどこまでの能力を求めるのか？ここで重要な視点は

2019 年に日本理学療法士協会から示された「臨床実習生が実施可能な基本技術の水準（以下、水準）」であ

る。この水準を意識した臨床実習が展開されれば、卒後の臨床教育へスムースに導入できるのではないかと

考える。また、臨床実習は約 20 年ぶりに改正された指定規則に伴い、診療参加型臨床実習が求められるよう

になった。診療参加型臨床実習では、学生を臨床現場に立たせ、実際の患者に対して理学療法技術を実践して

いくこととなる。ここで重要なことは、臨床実習教育者が経験則だけに頼るのではなく、確かな教育学習理論

に基づいて指導することである。これは、患者保護や学生保護の観点からも重要である。昨今、Evidence-

based MedicineやEvidence-based Physical Therapyといった根拠に基づいた医療や理学療法

が社会から求められている。理学療法士教育も教育学習理論に基づいた根拠のある教育として展開していく

ことが必要である。その為に臨床施設側は臨床教育者の育成や教育体制の確立、教育方法の共有などの準備

をしておく必要があると考える。本シンポジウムでは、卒前と卒後の教育に計画性と連続性を持たせるために

重要な視点と診療参加型臨床実習を展開する上で必要な教育学習理論や方法論に触れつつ、当院での取り組

みについても紹介したいと思う。 

 

受講者へのメッセージ 

新指定規則や新生涯学習システムがスタートし、今まさに人材育成の大きな変革期が来ていると感じていま

す。こうした中で卒前卒後を一貫教育と捉え、シームレスに理学療法士教育を行うためには、養成校側と臨床

施設側が、どのような準備をして、どのように展開していくのかを考える必要があると思います。臨床施設の

先生方だけではなく、養成校の先生方にも多く集まっていただき、共に考える場にしたいと思います。  
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略歴 

【学歴・職歴】 

2005年 藤華医療技術専門学校 理学療法学科 卒業 

2005年 緑風会病院 リハビリテーション科 勤務 

2012 年 市立吹田市民病院 リハビリテーション科 勤務 

2021 年 神戸大学大学院保健学研究科博士前期課程修了 修士（保健学） 

2021 年 神戸大学大学院保健学研究科博士後期課程入学 

現在に至る 

 

【関連資格】 

臨床教育認定理学療法士 

臨床実習指導者講習会（中央講習会）修了 

 

【関連著書】 

セラピスト教育のためのクリニカル・クラークシップのすすめ第 3 版（分担執筆） 

 

【関連学会・社会活動】 

（一社）日本理学療法教育学会 一般会員 

（一社）日本リハビリテーション臨床教育研究会 理事 

（一社）大阪府理学療法士会生涯学習センター 教育局 臨床実習教育部 部長

 

  

都留 貴志 



第４回 生涯学習研修集会 

 

理学療法士における臨床研究のすすめ 

臨床研究の進め方 

中村 潤二 

医療法人友紘会 西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部 主任 

講演概要 

臨床研究は人を対象とする医学系研究であり、当然ながらリハビリテーション医療、理学療法の発展には必

須のものである。理学療法士は、臨床研究から得られた最新の知見を収集し、対象者に提供できるように努め

なければならない。しかし病態や介入手段が明らかではない障害や現象も数多く存在し、対象者によって病態

もすべからく異なるため、全てに解決のためのエビデンスが存在するわけではない。そのような対象者に出会

った際、問題を感じた際には、わずかにでも疑問を抱くと思われる。これが Clinical question である。

Clinical questionに基づいた症例報告は、理学療法士にとって重要なものであり、特に新規の病態や特異

性のある介入方法ついてまとめた症例報告などは、非常に重要な臨床研究となる。そのため、日々臨床に従事

する理学療法士は、症例報告のような臨床研究を通じて問題解決を図るとともに、その情報を学会発表等を

通じて共有していくことが、自身へのフィードバックのみならず、当該領域の発展にも寄与できるため、実施し

ていくことが望ましい。とは言え、実際に臨床研究を行っていくのには「時間がない」、「どのように進めればい

いのかわからない」など多くのハードルがあるのも事実である。本講演では、理学療法士が研究を行う意義や

進め方、研究計画の作成や、シングルケースデザインなどの症例研究を進めるにあたっての知っておくべき知

識について、実例を交えながら紹介する。 

 

受講者へのメッセージ 

研究に興味があるけど、進め方がわからない。研究を始めているけど、本当にこれでいいのか。という方が多

くおられると思います。今回の講演では受講者の方の研究活動への一歩を進めることができるように、症例研

究などの具体例も交えた講演内容にしたいと考えています。  
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略歴 

【職歴】 

2007 年 畿央大学 健康科学部 理学療法学科 卒業。 

医療法人友紘会 西大和リハビリテーション病院リハビリテーション部 入職。 

2015年 畿央大学大学院 健康科学研究科博士後期課程 修了 

2021 年 畿央大学大学院 健康科学研究科 客員准教授 

 

【資格】 

認定理学療法士（物理療法）、専門理学療法士（物理療法、神経） 

 

【主な論文】 筆頭のみ一部記載 

1. Nakamura J, Okada Y, Shiozaki T, et al. Reliability and laterality 

of the soleus H-reflex following galvanic vestibular stimulation 

in healthy individuals. Neuroscience letters 2021. 

2. Nakamura J, Shiozaki T, Naohide T, et al. Role of somatosensory 

andor vestibular sensory information in subjective postural 

vertical in healthy adults. Neuroscience letters 2020. 

3. Nakamura J, Kita Y, Ikuno K, et al. Influence of the stimulus 

parameters of galvanic vestibular stimulation on unilateral 

spatial neglect. Neuroreport 2015. 

  

中村 潤二 



第４回 生涯学習研修集会 

 

理学療法士における臨床研究のすすめ 

論文執筆・投稿の実際 

野添 匡史 

甲南女子大学 看護リハビリテーション学部理学療法学科 准教授 

講演概要 

論文を読むことと書くことは似て非なるものである。一方、論文を書くことで、論文の読み方も大きく変わる

という面白い関係性がある。自身の少ない執筆経験のなかでさえもこのような関係性を強く感じており、結論

として、多くの理学療法士に論文執筆・投稿をおススメしたい。 

学術的な論文執筆・投稿過程は比較的一般化されたものである。学生時代に教員から求められたレポート課

題とは異なり、論文には一定の「型」が求められる。この「型」を掴むことができれば論文執筆は決して難しいも

のではなく、書けば書くほど指数関数的に執筆能力は向上する。一方、投稿から掲載までの過程は多くの理学

療法士にとって未知なるものでもあり、そのハードルは非常に高く感じられるものも事実である。 

本講演ではこのハードルを下げるべく、まず、演者自身の執筆・投稿及びその指導経験を解説する。さらには

学術誌『総合理学療法学』に掲載された論文をモデルに、論文投稿から受理までの実際の流れを提示し、グル

ープ討論を交えながら論文執筆・投稿に必要なスキルやマインドを学ぶ。 

 

受講者へのメッセージ 

私自身、文章を書くことは苦手で、「とにかく書く」ということを考えていた頃は全くペンが進まないときもあ

りました。しかし、「型」に合わせて作成することで、徐々に執筆ペース・内容が変わっていきました。現在、論文

執筆・投稿に少しでも興味がある人は、是非お気軽にご参加下さい。 
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略歴 

2004 年 金沢大学医学部保健学科理学療法学専攻 卒業 

2004 年 兵庫医科大学ささやま医療センターリハビリテーション室 

2012 年 神戸大学大学院保健学研究科地域保健学領域 博士後期課程 修了 博士（保

健学） 

2014 年 甲南女子大学看護リハビリテーション学部理学療法学科 現在に至る 

2020 年 畿央大学大学院健康科学研究科 客員研究員 現在に至る 

 

【受賞歴】 

2013 年 第 31回日本私立医科大学理学療法学会学会長受賞 

 

【主な活動】 

日本神経理学療法学会（評議員） 

日本物理療法学会（監事） 

日本サルコペニア・フレイル学会（評議員） 

日本老年療法医学会（理事） 

 

【論文】 

1. Kanai M, Izawa KP, Kubo H, Nozoe M, Shimada S. Objectively 
measured physical activity was not associated with neighborhood 
walkability attributes in community-dwelling patients with stroke. 
Sci Rep. 2022 Mar 3;12(1):3475. doi: 10.1038/s41598-022-07467-
y. PMID: 35241741. 

 
2. Arai H, Ikegawa N, Nozoe M, Kamiya K, Matsumoto S. Association 

between Skeletal Muscle Mass Index and Convalescent 
Rehabilitation Ward Achievement Index in Older Patients. Prog 
Rehabil Med. 2022 Jan 29;7:20220003. doi: 
10.2490/prm.20220003. PMID: 35128130; PMCID: PMC8794740. 

 
3. Yamamoto M, Nozoe M, Masuya R, Yoshida Y, Kubo H, Shimada S, 

Shomoto K. Cachexia criteria in chronic illness associated with acute 
weight loss in patients with stroke. Nutrition. 2021 Dec 
3;96:111562. doi: 10.1016/j.nut.2021.111562. Epub ahead of print. 
PMID: 35101811. 

 
4. Nozoe M, Masuya R, Yamamoto M, Kubo H, Kanai M, Shimada S. 

Correlations between aerobic exercise time during physiotherapy 
and characteristics of patients with subacute stroke: A pilot cross-
sectional study. Physiother Theory Pract. 2022 Jan 2:1-8. doi: 
10.1080/09593985.2021.2021575. Epub ahead of print. PMID: 
34978259. 

 
5. Nozoe M, Kubo H, Kanai M, Yamamoto M. Relationships between Pre-

Stroke SARC-F Scores, Disability, and Risk of Malnutrition and 
Functional Outcomes after Stroke-A Prospective Cohort Study. 
Nutrients. 2021 Oct 13;13(10):3586. doi: 10.3390/nu13103586. 
PMID: 34684587; PMCID: PMC8537569. 

 
6. Nozoe M, Yamamoto M, Masuya R, Inoue T, Kubo H, Shimada S. 

Prevalence of Malnutrition Diagnosed with GLIM Criteria and 
Association with Activities of Daily Living in Patients with Acute 
Stroke. J Stroke Cerebrovasc Dis. 2021 Sep;30(9):105989. doi: 
10.1016/j.jstrokecerebrovasdis.2021.105989. Epub 2021 Jul 13. 
PMID: 34271278. 

and more 

野添 匡史 


